
科目名 専門演習Ⅱ  Seminar II  

科目担当者 宮永 雅行  MIYANAGA Masayuki 

単位数 ４ 配当年次 ３年 授業形態 演習 開講学期 通年 

履修学部・学科 
［区分］ 経営学部・経営学科［専門教育科目 演習］ ディプロマポリシ

ーとの関連 (3)(4) 

授業の概要 

第一段階として学生が交代で自分の興味を引いた新聞記事を選定し、学生がこれを紹介す 
るとともにその問題点などを皆でディッスカッションする。 
次に最も重要と考えられるテーマを教員側が選択し学生がこれを自ら調査・研究する。（調 
査・研究の時間も適宜、解説していく）なお、テーマは資料を得やすいもので、「経済」の
要素の強いものを優先して選ぶ。 
 

授業の到達目標 

①自分の発表にしっかりと準備し自分の意見を明確に言うことができた。 
②世の中のさまざまな出来事に興味をもち、理解度が高まった。 
③研究テーマに真剣に取り組み作品を提出できた。 
④研究テーマにもとづく作業に関して質の高い高度な作品を完成することができた。 
⑤研究テーマに知識と理解が深まった。 

授業計画・内容 

1 アンケート記入・面接  16 アンケート記入・面接 

2 面接を実施する（待機学生は自習） 17 面接を実施する（待機学生は自習） 

3 新聞記事を発表、議論（１） 18 新聞記事を発表、議論（１） 

4 新聞記事を発表、議論（２） 19 新聞記事を発表、議論（２） 

5 新聞記事を発表、議論（３） 20 新聞記事を発表、議論（３） 

6 新聞記事を発表、議論（４） 21 新聞記事を発表、議論（４） 

7 新聞記事を発表、議論（５） 22 新聞記事を発表、議論（５） 

8 テーマを指定し解説する 23 卒業論文作成指導（１） 

9 テーマを調査・研究（１）※必要に応じ解説 24 卒業論文作成指導（２） 

10 テーマを調査・研究（２） 25 卒業論文作成指導（３） 

11 テーマを調査・研究（３） 26 卒業論文作成指導（４） 

12 テーマを調査・研究（４） 27 卒業論文作成指導（５） 

13 テーマを調査・研究（５） 28 卒業論文作成指導（６） 

14 テーマを調査・研究（６） 29 卒業論文作成指導（７） 

15 発表 30 発表 

授業外学修 
(事前学修) 

＜新聞記事＞ 
事前準備：新聞記事の当番の人は提出する記事について説明できるよう関連した情報を 
ネットで調べるなど準備しておくこと。（毎週２時間程度） 
＜研究テーマの調査・研究＞ 
テーマに関係する書籍、ネット情報、関連する論文などに広く目を通してパワーポイント 
を期日までに完成させること。（必要なら授業外の時間も使い作業を行うこと） 

授業外学修 
(事後学修) 

毎回、授業内容について要点を整理し、不明な箇所を調べておく。（毎週２時間程度） 

成績評価方法・
評価比率・到達
目標との対応 

成績評価方法 評価比率 到達目標との対応 

新聞記事にもとづく発表とディスカッション 
研究テーマ・卒業論文に基づく作品の提出 

20％ 
80％ 

① ② 
③ ④ ⑤ 

成績評価基準 

秀：（評点 90 点以上）到達目標を極めて高い水準で達成している場合 
優：（評点 80 点〜89 点）到達目標を高い水準で達成している場合 
良：（評点 70 点〜79 点）到達目標を一定の水準で達成している場合 
可：（評点 60 点〜69 点）到達目標を最低限の水準で達成している場合 
不可：（評点 60 点未満）到達目標に達していない場合 
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